
2017(平成29)年 11月 2日 (木)京都新聞

「働く人の人権」新聞で学ぶ
栗東高 本紙記者が授業

2017(平成29)年 11月 17日 (金)京都新聞
精神的な豊かさをテーマに作 った「まわ しよみ

新聞」を発表する生徒たち (栗東市小野・栗東高 )

「働
く
人
の
人
権
」
を
テ
ー
マ
に
話
す

目
黒
記
者
（
栗
東
市
小
野
。栗
東
高
）

学
校
の
教
育
現
場
で
新

聞
を
活
用
す
る
「Ｎ
Ｉ
Ｅ
」

（教
育
に
新
間
を
）
の
授

業
が
■
日
、
栗
東
高

（栗

東
市
小
野
）
で
あ

っ
た
。

京
都
新
聞
滋
賀
本
社
の
目

黒
重
幸
記
者
が

「働
く
人

の
人
権
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
し
、
長
時
間
労
働
や
非

正
規
雇
用
の
問
題
を
解
説

し
た
。

県
内
の
教
育
関
係
者
や

新
聞
社
な
ど
で

つ
く
る

「県
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会
」

が
Ｎ
Ｉ
Ｅ
活
動
に
力
を
入

れ
る
同
高
の
依
頼
を
受
け

て
、
人
権
学
習
の

一
環
で

行

っ
た
。
３
年
生
の
約
２

０
０
人
が
聴
講
し
た
。

目
黒
記
者
は
、
新
人
女

性
社
員
が
過
労
自
殺
し
た

電
通
事
件
の
報
道
を
題
材

に
、
長
時
間
労
働
や
パ
ワ

ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
も
た

ら
す
問
題
を
紹
介
。
非
正

規
雇
用
の
現
状
や

「働
き

記
事
を
利
用
し
て
説
明
し

た
。堀

之
内
亮
さ
ん

（
１８
）

は

「仕
事
よ
り
健
康
や
命

が
大
事
だ
と
学
ん
だ
。
働

き
方
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス

に
気
を
つ
け
た
い
」
と
話

し
て
い
た
。
（
西
田
昌
平
）

一
方
改
革
」
の
議
論
も
新
聞

豊
か
な
精
神

記
事
か
ら
学
ぶ

栗
東
高
で
Ｎ
Ｉ
Ｅ
公
開
授
業

て
作

っ
た
ま
わ
し
よ
み
新

間
を
掲
示
。
地
域
医
療
に

取
り
組
む
医
師
の
話
題
や

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
で
介
護
予

防
に
取
り
組
む
試
み
、
自

然
と
暮
ら
す
喜
び
を
も
た

ら
す
森
の
再
生
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
切
り
口
で
考
え

を
発
表
し
た
。
西
村
滉
大

さ
ん
（
１６
）
は
「
さ
ま
ざ
ま

な
新
聞
記
事
が
集
ま
り
、

人
に
よ

っ
て
精
神
的
な
豊

か
さ
へ
の
考
え
が
違
う
こ

と
が
よ
く
わ
か

っ
た
」
と

話
し
た
。
（
松
田
規
久
子
）

教
育
に
新
聞
を
活
用
す

る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
公
開
授
業
が

１６
日
、
栗
東
市
小
野
の
栗

東
高
で
開
か
れ
た
。
記
事

を
切
り
抜
い
て
作
る
壁
新

聞

「ま
わ
し
よ
み
新
聞
」

を
、
「精
神
的
な
豊
か
さ
」

を
テ
ー
マ
に
■
年
生
が
作

っ
て
発
表
、
記
事
を
引
用

し
な
が
ら
自
身
の
考
え
を

説
明
し
た
。

栗
東
高
と
、
教
育
関
係

者
や
新
聞
社
で
つ
く
る
県

Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会
が
実

施
し
た
。

三
木
由
美
子
教
諭
が
、

国
語
の
教
科
書
に
掲
載
さ

れ
る
評
論
「も
の
づ
く
り
」

の
文
章
が
求
め
る
精
神
的

な
豊
か
さ
を
新
聞
か
ら
学

ん

で
み
よ
う
と
提
案
し

た
。
生
徒
は
班
に
分
か
れ

策
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